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遂寫作小説，以事抨擊，並提倡維新與愛國。 ( 1 ) 
（清朝はたびたび外敵に屈し、その上政治がまた腐敗しきり、知
識人は（政府に）期待する価値がないのを知り、そこで小説を書
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地方 ,卽是認爲除掉提倡維新事業 ,如興辦男女學校 ,創實業 ,反一
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（ 1902）『繡像小説』（ 1903）『月月小説』（ 1906）『小説林』







『新小説』は、 1902 年 11 月横浜にて創刊された月刊誌である。
発行所は、新小説社。印刷所は、新民叢報活版部。編集兼発行者は
趙毓林とあるが、実際には梁啓超主宰の期刊誌である。創刊号～十
二号（ 1903 年 11 月）までは横浜で刊行されが、十三号（ 1904 年 2
月）からは上海廣智書局に移って発行された。以後 1906 年 1 月に








































愚民を導き、未だこれに勝るものはない。）」 ( 6 )とあることから、
亡命前には小説の効用について着目していることが伺える。その後、
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小説の効用が形となるのは、日本へ亡命する船で政治小説「佳人之









































創刊を迎える『繡像小説』（ 1903 年 5 月～ 06 年）であろう。  
 『繡像小説』は、1903 年 5 月に上海で創刊された半月刊である。
李伯元を主編に迎え、商務印書館が発行した。 1906 年に停刊を迎
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［ 44 ］ 
２．３．『月月小説』  
『月月小説』は、1906 年 11 月に上海で創刊された月刊誌である。
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立つ点である。また作品数については、『繡像小説』全 72 期で 34
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『小説林』は、1907 年 2 月に上海で創刊された月刊誌である。1908
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「小説林発刊詞 ( 1 5 )」、摩西（著）  
則雖謂吾國今日之文明爲小 說 之文明，可也。則雖謂吾國異日政
界、學界、敎育界、實業界之文明卽今日小說界之文明亦無不可也。
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抑 小 說 之 道 ,今 昔 不 同 ,前 足 之 果 以 害 人 , 後 之 實 無 愧 益
世 耶 。 豈 人 心 之 嗜 好 ， 因 時 因 地 而 遷 耶 。 抑 於 吾 人 之 理
性 V e n u n f t
マ マ
( 1 8 ) ， 果 有 鼓 舞 與 感 覺 之 價 値 者 耶 。 是 今 日 小
說 界 所 宜 硏 究 之 一 問 題 也 。 余 不 敏 ， 嘗 以 臆 見 論 斷 之 ，
則 所 謂 小 說 者 ， 殆 合 理 想 美 學 、 感 情 美 學 而 居 其 最 上 乘
者 乎。試 以 美 學 最 發 達 之 德 意 志 徵 之。黑 搿 爾 氏 H e g e l ，
1 7 7 0 — 1 8 3 1 於 美 學 ， 持 絕 對 觀 念 論 者 也 。 其 言 曰 ： 藝 術
之 圓 滿 者 ， 其 第 一 義 爲 醇 化 於 自 然 。 簡 言 之 ， 即 滿 足 吾
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日本―  』みすず書房、 1999 年 10 月  
 
〈注釈〉  
(1)阿英『晩清小説史』、商務印書館、 1937 年 5 月、 P2-3。  
(2)同 (1)、 P9。  
(3)同 (1)、 P10。  
(4)『新小説』、影印本、上海書店、 1980 年 12 月。第一號、「新中國
未来記」。  
(5)『新小説』、影印本、上海書店、 1980 年 12 月。  
(6)『梁启超全集』張品興主編、北京出版社、1997 年 7 月。第一巻 P131。 
(7)張靜廬輯註『中國出版史料』中華書局、 1957 年 5 月、 P104。  
(8)山田敬三「『新中国未来記』をめぐって―梁啓超における革命と変革
の論理―」『共同研究  梁啓超―西洋近代思想受容と明治日本―』み
すず書房、 1999 年 10 月、 P340。  
(9)阿英『晩清文藝報刊述略』、古典文学出版社、 1958 年 3 月、 P17。  
(10)『繡像小説』、復刻版、上海書局、 1980 年 12 月。第三號。  
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の亨利を指すと考える。  
(18) “ V e r n u n f t ” の 誤 り 。  
(19) 同 (16)。  
(20)ユリウス・ヘルマン・フォン・キルヒマン（ Julius Hermann von 
Kirchmann、 1802-1884）、ドイツの法律家、政治家、哲学者。  
(21)藤井健治郎（ 1872-1931）、倫理学者。  
(22)1904 年 6 月～ 1939 年 9 月。上海にて創刊。『時報』は新聞紙面に
おいて小説欄を初めて設ける。編集者は、羅普、陳景韓、包天笑など。  
